
【高学年１－５】社 会 科 テ ス ト

－ 他 教 科 等 との 関 連 を 図 っ た 指 導 －

真理を大切に 〔１－５〕 関連項目〔１－２〕( 1 ) 主 題 名

真理を大切にし，くじけずに求めていこうとする心情を養う。( 2 ) ねらい

「社会科テスト」( 3 ) 資 料 名

( 4 ) 授 業 の 展 開 例

学 習 活 動 主 な 発 問 と 児 童 の 心 の 動 き 留 意 点

１ 自 分 の 経 験 を ○学習の中で，なぜだろう？不思議○出にくい時は予め用意し

思い出す。 だ な あ ？ と 思 っ た ら ど う し ま す ておいた話をし，資料へ導

か。 の関心を高める。入

２ 資 料 「 社 会 科 ○一軒目，間違い電話をしてしまっ○役割演技を取り入れ，そ

テ ス ト 」 を 聞 き たときの一郎はどんな気持ちでし のときの気持ちを聞き，

話し合う。 ょうか。 知らない相手に電話する

・どきどきするなあ。 こ と の 苦 労 を 共 感 さ せ

・もうやめにしようか。 る。

・もう一軒だけかけてみよう。

○松井先生に，地図の問題について○役割演技を取り入れ，そ展

説明している一郎はどんな気持ち のときの気持ちを聞いた

でしょうか。 り，切り返しの発問をす

・うまく伝わるかな。 ることで，どうしても本

・ ど う し て も 本 当 の こ と を 知 り た 当のことを知りたい気持

い。 ち の 強 さ に 気 付 か せ た

・もう少しで分かってもらえる。 い。

３ 松 井 先 生 の 話 ◎電話を置いた後，一郎の胸の高鳴○一郎の達成感に共感させ

を 聞 い た と き の りがより大きくなったのはどうし るためにワークシートの

一 郎 の 気 持 ち を てでしょう。 吹き出しへ記入させる。

考える。 ・本当の答えがわかってうれしかっ開

たから。

・苦労した甲斐があった。

・あらためてどきどきした。

４ 自 分 た ち の 生 ○学習の中でわからなかったことで○教科の学習や総合的な学

活 を 振 り 返 っ て 頑張って調べたりしてわかるよう 習の時間のことを振り返

話し合う。 になったことはありませんか。 り，ねらいとする価値に

・総合的な学習の時間の中で，わか 迫るようにしたい。

らないことを何度も調べ返した。

・調べる方がわからずいろんな人に

聞いてやっとわかった。

５ 教 師 の 説 話 を ○疑問をあいまいにせず，

聞く。 ・調べてわかるようになるって大切 とことん調べた例などを終

なんだな。 挙げる。末
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社
会
の
時
間
、
一
郎
は
、
返
っ
て
き
た
テ
ス
ト
を
見
て
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。
絶
対
自
信
が

あ
っ
た
地
図
の
問
題
で
×
が
あ
っ
た
の
だ

（
ど
う
見
て
も
，
絶
対
正
解
だ
。
先
生
の
つ

。

け
ま
ち
が
い
だ
ろ
う

）
そ
う
思
っ
て
、
先
生
の
説
明
を
聞
く
こ
と
に
し
た
。

。

さ
あ
、
例
の
地
図
の
問
題
の
説
明
が
始
ま
っ
た
。
ど
う
や
ら
、
先
生
の
つ
け
ま
ち
が
い

で
は
な
い
ら
し
い
。
自
分
の
よ
う
に
答
え
た
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
よ
う
だ

（
お

。

か
し
い
。
自
分
の
考
え
は
間
違
っ
て
い
な
い
は
ず
だ

）
先
生
の
説
明
を
聞
い
て
も
、
一

。

郎
は
納
得
が
で
き
な
か
っ
た
。

一
郎
は
、
昔
か
ら
地
図
を
読
む
こ
と
が
大
好
き
で
、
地
図
の
問
題
に
は
絶
対
の
自
信
を

も
っ
て
い
た
。
ど
う
し
て
も
納
得
で
き
な
か
っ
た
一
郎
は
、
放
課
後
、
先
生
に
相
談
に
行

っ
た
。
先
生
は
、

「
先
生
も
調
べ
る
か
ら
，
田
川
君
も
調
べ
て
ご
ら
ん

」。

と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

そ
の
日
、
家
に
帰
っ
た
一
郎
は
、
い
つ
も
読
ん
で
い
た
地
図
の
図
鑑
を
手
に
取
っ
た
。

そ
の
問
題
の
こ
と
は
の
っ
て
い
な
か
っ
た
が
，
そ
の
地
図
の
図
鑑
を
作
る
の
に
「
松
井

豊
」
と
い
う
近
く
の
大
学
の
先
生
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
に
目
を
つ
け
た

（
こ
の
人
に

。

電
話
を
し
た
ら
、
き
っ
と
教
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う

）。

一
郎
は
、
電
話
帳
を
手
に
取
っ
た

（
市
内
に
住
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

。

。
）

「

」

。

。

き
っ
と
そ
う
だ

市
内
の
電
話
帳
で

松
井

豊

の
名
を
探
す

二
人
の
っ
て
い
た

（
ど
っ
ち
の
人
だ
ろ
う
。
も
し
か
し
た
ら
ど
っ
ち
の
人
で
も
な
い
か
も
し
れ
な
い

）
と

。

、「

」

。

り
あ
え
ず
電
話
を
し
て

松
井

豊
先
生
の
お
宅
で
し
ょ
う
か

と
聞
く
こ
と
に
し
た

一
け
ん
め
、
ど
う
や
ら
違
う
よ
う
だ

「
失
礼
し
ま
し
た

」
と
言
っ
て
受
話
器
を
置
い

。

。

た
。二
け
ん
目
、
女
性
が
出
た
。

「
松
井

豊
先
生
の
お
宅
で
し
ょ
う
か

」。

「
は
い
、
そ
う
で
す
が

」。

し
か
し
、
あ
い
に
く
先
生
は
留
守
で
夕
方
改
め
て
電
話
を
か
け
る
こ
と
に
し
、
一
郎
は
受

話
器
を
置
い
た
。
胸
が
高
鳴
る
の
が
は
っ
き
り
分
か
っ
た
。

夕
方
、
電
話
を
し
た
。
今
度
は
男
の
人
が
出
た
。

「
松
井

豊
先
生
の
お
宅
で
し
ょ
う
か

」。

「
は
い
、
そ
う
で
す
が

」
。

「
ぼ
く
は
、
東
小
学
校
六
年
の
田
川
一
郎
と
い
い
ま
す
。
と
つ
ぜ
ん
お
電
話
し
て
す
み
ま

せ
ん
。
実
は
、
社
会
の
地
図
の
問
題
で
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
教
え
て

く
だ
さ
い
ま
せ
ん
か

」。

一
郎
は
が
ん
ば
っ
て
説
明
し
た
。

「
先
生
の
お
っ
し
ゃ
っ
た
答
え
も
、
君
の
考
え
も
正
し
い
と
思
う
よ

・
・
・
」

。



松
井
先
生
は
、
解
説
を
交
え
な
が
ら
詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
。

「
と
こ
ろ
で
、
ど
う
し
て
私
に
電
話
し
た
の

」
。

一
郎
は
よ
く
読
ん
で
い
た
図
鑑
の
話
や
、
電
話
帳
か
ら
探
し
て
電
話
し
た
こ
と
な
ど
を

話
し
た
。

受
話
器
を
置
い
た
一
郎
は
、
さ
っ
き
よ
り
胸
の
高
鳴
り
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

次
の
日
、
先
生
に
そ
の
こ
と
を
話
す
と
、

「

。

。
」

よ
く
調
べ
た
ね

先
生
も
調
べ
た
け
れ
ど
あ
れ
以
上
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
よ

と
、
う
れ
し
そ
う
な
顔
で
お
っ
し
ゃ
っ
た
。



活用に生かすための実践報告

◎ 「社会科テスト」

１ 主題の設定

・真理を求める態度は，新しく進歩し

たものを取り入れ，工夫して生活をよ

りよくしていこうとする時の基礎とな

るところである。いだいている疑問を

そのままにしたり，少しのつまずきで

追究をやめてしまうようでは，創造的

に暮らしていくことはできない。

・本資料は一人の６年生が，社会科の

テストの答えに疑問をもつ話である。

本当のことを知りたいため，どきどき

する気持ちを押さえて何度も電話をか

けて，疑問を解決する。

・高学年の児童は，総合的な学習など

で問題解決的な学習をする中で，いく

つかの壁にぶち当たる経験をする。追

究の思いが弱かったり，手だてが分か

らなかったりして，その壁を破れない

ことも多い。

・そこで，この資料を通し，一つの疑

問に対し，本当のことが知りたいとい

う一心から解決をしていこうとする態

度に共感し，真理を探究しようとする

態度へとつなげていきたい。

２ 指導過程の工夫

・導入で日頃感じている疑問について

出し，資料への関心をつなげたい。

・一郎がどきどきしながら電話をし，

本当のことがわかって達成感を味わう

という流れにし，一郎の気持ちに共感

させたい。

・電話をかける場面では，役割演技や

動作化などを取り入れると効果的であ

る。

（ ） ，・展開の後段 自己の振り返り では

総合的な学習の時間等とからませるこ

とができるように，事前に振り返りカ

ード・自己評価カードなどを用意して

おきたい。

３ 発問の工夫

・発問「一軒目，間違い電話だったと

。」きの一郎はどんな気持ちでしょうか

で，一郎にとって電話をすることは容

易ではないことに気付かせたい。そし

て 「がんばって説明している一郎は，

。」 ，どんな気持ちでしょうか によって

一郎の本当のことを知りたいという気

持ちをつかませたい。

４ 児童の反応（授業後の感想）

・本当のことを知りたいという気持ち

の強さをつかむことができ，一郎に共

感することができた。

・振り返りでは，総合的な学習の時間

での経験が出てきた 「勇気を出して。

質問したら，ちゃんと答えてくれて，

疑問が解けた 「何軒も電話して，。」

やめようとも思ったけど，続けて電話

してやっと答えが出たときは，うれし

かった 」などである。。

５ 実践者からの一言

・自己の振り返りで，総合的な学習の

時間などでの問題解決的な学習の経験

を生かしやすい資料であった。

（津田小学校 石川和明）


